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　1990年９月11日（火）の午後６時半から，JR 国分寺駅ビル８階の銀座 LION で，醍醐聰・田中建二編
著『現代会計の構想』（中央経済社，1990年９月刊）の出版祝賀会が，同書の執筆者を集めて行われた。
この祝賀会で，筆者は星野教授と初めてお会いした。会場が国分寺だったのは，日本会計研究学会第49回
大会が同年９月11～13日に東京経済大学で開催されたからである。学会参加のついでであれば執筆者も集
まりやすいであろうという主催者の配慮であった。
　星野教授は当時，中央大学大学院商学研究科博士後期課程に在学する傍ら，日本学術振興会特別研究員
として会計研究に勤しんでいた。奇しくも筆者と同じ年齢であった。だからであろうか，初対面の瞬間か
ら彼は筆者を「藤井さん」と人懐っこく（馴れ馴れしく）呼んだ。それは終生変わることがなかった。
　その後の星野教授の旺盛な研究活動には，瞠目するばかりであった。1998年からの約20年間に６冊の単
著を上梓した。10年に単著１冊の刊行が目標とされるわが国の会計学界において，これは驚異的な業績で
ある。2011年に５冊目の単著『財務会計ルールの論理と政策』（中央経済社）が出版されたとき，同書の
書評を書いてくれないかと，星野教授から筆者に依頼があった2。
３　５冊目の単著で語られたこと
　「すべてが関連し，作用し合っている」（未来世紀ブラジル），「重要なのは―何事も理由があって起こる
ということだ」（マトリックス・ディローディド）。『財務会計ルールの論理と政策』は，このような映画
の台詞の引用から始まり，「ルールは変えられるんだ」（ダイ・ハード4.0），「不正はわれわれを守る」（シ
リアナ）といった映画の台詞の引用で締め括られている。会計の学術書としては異例の構成である。この
ような新たな「出会い」があって，星野教授と期せずして「映画」で話が弾み，くだんの大著を拝受する
ことになった。
　５冊目の上掲単著では，おおむね次のようなことが書かれている。財務会計ルールは人間およびその集
合体である企業の本性の反映であるがゆえに，そこには様々な夾雑物が不断に胚胎する。したがって，
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「あそび」，「いいかげんなもの」，そして「不正」さえもが，「適度」なものである限り，財務会計ルール
の円滑な機能や進化にとって無くてはならないものになる。
　このような主張を行う上で，映画の台詞の引用が有効であると，星野教授は考えたのであろう。そのよ
うな表現手法を用いることで，学問の堅苦しい制約や垣根を軽快に飛び越え，独自の発想を自由に展開す
ることが可能になる。映画の台詞が文字通り，「インスパイアの源泉」として機能するのである。上掲書
で語られているようなことをインスパイアする源泉は，筆者の知る限り，会計の世界には存在しない。
　そのように考えると，星野教授が，「刊行の予定はない」と言いつつ，『映画からの知恵』の編纂に打ち
込んだ理由が見えてくるような気がする。彼は，自身の「インスパイアの源泉」を探し求めて，何かに憑
かれたように，大著の編纂に日々没頭したのではないか。大著に迸る執拗な（病的とも言える）緻密と徹
底は，そのように考えると説明がつく。
４　日本会計研究学会第78回大会にて
　2019年９月６～９日，神戸学院大学において，日本会計研究学会第78回大会が開催された。７日（土）
の午前中の評議員会が終わったあと，筆者は星野教授と伴に会員総会会場の神戸国際会議場１階メイン
ホールに向かった。ところが会場に着くと，星野教授は，「これから内職。今，もう一冊本を書いている
ことろです」と言って，鞄からラップトップを取り出し，ロビーの片隅にエスケープした。「先生はもう
たくさん本を書いているのだから，少し休んだらどうですか」という筆者の言葉には，ただ笑って答え
た。それが，星野教授と共有した最後の時間になった。
　星野教授とは日本会計研究学会で初めて出会い，日本会計研究学会で最後のお別れをしたことになる。
会計研究者同士の邂逅とは，そんなものかもしれない。今はただ，星野教授の早すぎる逝去を悼み，衷心
よりご冥福をお祈りするばかりである。
1	 ただし，英語の台詞が入手できない場合や邦画の場合，英語の台詞は記されていない。
2	 この書評は，『産業経理』第72巻第１号（2012年４月）に掲載された。
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